中学校家庭科における清涼飲料水に関する授業 by 上月,結花 et al.
中学校家庭科における清涼飲料水に関する授業
HomeEconomicsClassesaboutSoftDrinksforJuniorHighSchoolStudents
上月結花(兵庫教育大学大学院)
YukaKozuki(GraduateSchool,HyogoUniversityofTeacherEducation)
′永田智子(兵庫教育大学大学院)
TomokoNagata(GraduateSchool,HyogoUniversityofTeacherEducation)
佐々木陽子(兵庫教育大学)
YokoSasaki(Hyogx)UniversityofTeacherEducation)
河西利枝(兵庫教育大学附属中学校)
RieKawanishi(MiddleLabSchool,HyogoUniversityofTeacherEducation
岸田恵津(兵庫教育大学大学院)
EtsuKishida(GraduateSchool,HyogoUniversityofTeacherEducation)
清涼飲料水に含まれる糖分について正しく理解させ,適切に選択・摂取できるようにさせるための
中学校家庭科の授業を実施した。 授業には,清涼飲料水を作って飲み比べたり,ジュースの糖度を測
定する活動を取り入れた。 授業の効果の検証と改善点の発見につなげるため,ワークシート調査や再
生刺激法調華,飲み物摂取状況調査を行い,分析した。 生徒のワークシート調査から,授業を通して,
生徒は清涼飲料水について正しく理解できたことが確認できた。 次に,再生刺激法調査から,授業中
の生徒の内面過程を把握することができた。 ほとんどの生徒が,清涼飲料水作りに興味関心を持ち,
主体的に学ぼうとし,楽しさを感じていた。 また,大半の生徒が自分の普段の砂糖摂取量を振り返り,
一日に摂取できる量が患ったより少ないと感じるなど砂糖の摂取量について考えていた。 一方で,清
涼飲料水作りが終わると授業外の事を考える生徒,教師の説明を誤解している生徒,清涼飲料水作り
に使う材料に不安を感じる生徒もいることが分かった0 清涼飲料水作り以外でも生徒の興味を継続
させるとともに,誤解のない説明の仕方や生徒の不安を取り除くことが今後の授業の課題として示さ
れた。 しかし,飲み物摂取状況調査からは,授業前より授業後の方が飲み物からの糖分摂取量は減少
しており,授業によって適切に清涼飲料水を選択・摂取できるようになったことが分かった。
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1問題の所在と研究の目的
日子どもたちの食生活の課題
現代,私たちの食生活は豊かで便利になり,いっ
でもどこでも食べたい時にすぐに食べ物が手に入る
という状況にある。 しかし,それは,逆にたくさん
ある食品の中から自分に必要で不可欠な食品を運び,
組み合わせて取り入れる能力が個人個人に必要になっ
てきているという事でもある。
多様な食生活の問題の中から,本研究では,特に
清涼飲料水(注1)の過剰摂取の問題に着目する。 喉
が渇けば,すぐに飲み物が手に入る便利で安価な自
販機などが急増し,お菓子だけでなく3度の食事の
際にもご飯とともに飲む子どもが増えている(谷口
2006),その事が糖分の過剰摂取につながり,虫歯,
肥満,そして,糖尿病などの生活習慣病の低年齢化
の要因になっているといわれるためである。
そこで,本研究では,子どもに清涼飲料水に含ま
れる糖分量や一日に摂取できる糖分量を正しく理解
させ,適切に選択・摂取できるようにさせるための
授業を行うことにした。 本稿では中学生を対象に行っ
た授業について報告する。
1.2清涼飲料水に関する先行実践
清涼飲料水に関する授業実践は,小学校から高等
学校まで幅広く行われている(野田1989a,野田1989
b,中村1994,伊藤2001,長野県技術・家庭科教育
研究会2002,三浦1998,鹿屋工業高校2004はか)。
中学校では,教師が無果汁の清涼飲料水作りの過
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程を実際に示し,段階的に生徒に試飲させたり(野
田1989a,中村1994),糖度計を使って生徒に清涼
飲料水の糖度を測定させる活動(野田1989b)が多
く行われている。 清涼飲料水の糖度測定は,現行の
家庭科教科書でも取り上げられている(加藤はか2005,
中間ほか2005)。
果汁を使わないで清涼飲料水ができていく過程を
目の当たりにすることは,生徒の興味・関心を高め,
いかにたくさんの砂糖が用いられているかを視覚や
味覚を使って理解させることができる。 しかし,生
徒は教師が作る過程を見るだけなので,受身の学習
となりやすい。 糖度の測定と同様に,無果汁の清涼
飲料水作りも生徒が行うことによって,さらに興味
を持って主体的に学習に取り組むことができるので
はないだろうか。 以上の問題意識から,本研究で行
う授業では,実際に生徒たちが清涼飲料水を作った
り,糖度を測定する活動を取り入れることにした。
また,生徒による清涼飲料水作りを取り入れた中
学校での授業実践もあるが(伊藤2001,長野県技術・
家庭科教育研究会2002),実践報告に留まり,授業
の学習効果や課題は明確に検証されていない。 そこ
で本研究では,活動を取り入れた清涼飲料水の授業
を実施するとともに,複数の評価方法を用いて,生
徒たちの授業中や授業後の理解度や行動・意識の変
容を把握することで,本授業の効果を検証するとと
もに,改善点を発見することを目的とすることにし
た。
2授業の概要
授業は,2006年6月に中学2年生のクラスで,1
時間実施した。 当日欠席した一名を除く26名が授業
を受けた。この授業の目標は,①清涼飲料水に含ま
れる糖分量を知る,②飲みすぎると糖分の過剰摂取
になりやすく,健康に良くないことを理解する,③
自分の食習慣に関心を深め,健康を考えた飲み物の
選び方や飲み方ができる,という3点に設定した。
この授業の内容は,中学校学習指導要領,技術・
家庭分野,における「A生活の自立と衣食住」の中
の(5)のアに相当する(文部科学省1998)。
清涼飲料水作りは,合成着色料などの食品添加物
の学習として取り扱われることもあるが(中村1994),
本授業は「栄養と健康」という単元の導入部分に位
置づけ,糖分に重点を置き,食品添加物については,
取り扱わないことにした。
1時間の授業の展開は以下のとおりである。
(1)前時の学習の振り返りをする
(2)清涼飲料水に含まれる糖分について知る
(3)市販の清涼飲料水について考える
(4)砂糖の摂り方を考える
「(1)前時の学習の振り返りをする」では前時
の内容である水分の働きについて振り返り,前時に
配布したアンケートをもとに普段摂取している飲み
物とその量を見直した。
「(2)清涼飲料水に含まれる糖分について考え
る」では,コップAには炭酸水を,コップBとCに
はミネラル水を入れ,AとBは氷水が入ったバット
で冷えた状態にする。 それぞれのコップには,砂糖
が13g入っているが,AとBには,着色料やオレン
ジェッセンス,クエン酸でオレンジの色や香り,酸
味を付けている。 Aは,市販のオレンジ炭酸飲料,
Bは,市販のオレンジ飲料のような見かけや味,糖
度になるようにした。 着色料や香料,酸味を付け,
かつ冷たくしている方が甘味を感じにくくなり飲み
やすく感じる。壁徒は,炭酸水,クエン酸,エッセ
ンス,着色料を用いて作ったもので,それを同じ量
の砂糖が入った砂糖水と飲み比べた。 ここでは,こ
の甘さの感じ方の違いから清涼飲料水にはたくさん
の糖が入っている事に気付かせようとした。
図1. 作った清涼飲料水の種類
「(3)市販の清涼飲料水について考える」では,
教師が一日の摂取糖分量の目安や清涼飲料水に含ま
れる糖分量を実物を提示して伝えた。 そして,生徒
は糖度計で100%オレンジジュースの糖度を測定し,
糖分量を計算した。
「(4)砂糖の摂り方を考える」では,教師が糖
分の必要性,糖分を摂りすぎるとどうなるかを知ら
せた。そして,各自で,これからの飲み物の選び方
や飲み方を考え,プリントに記入した。
3評価方法
評価にあたって,ワークシート調査,再生刺激法
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調査,飲み物摂取状況調査を行った。
各調査の方法と分析手順は以下の通りである。
3.1ワークシート調査
ワークシートには,授業の最後に今日の授業を通
して感じた事,気付いた事について自由記述させた。
ワークシートに記述された内容は,KJ法(川喜田
1967)で分析した。
3.2再生刺激法調査
再生刺激法とは,授業をビデオで録画しておいて,
授業終了後,学習者あるいは授業者が授業ビデオを
手がかりとして,各授業場面での自らの内面過程を
思い出す方法である(吉崎2000)(図2)。目的は,
授業終了後のワークシートだけでは,見えない部分
を把握する事である。 再生刺激法による調査は,授
業の1週間後に行った。 教師を中心に授業の様子を
後方から撮映し,再生刺激法調査に利用する4場面
を抽出した。(表1)
図2. 再生刺激法の手順と方法(吉崎,2000)
l過問後,生徒にそのビデオを見せて,各授業場
面での自らの内面過程を思い出させ,プリントに記
入させた。それをKJ法により分析し結果を導き出
した。授業目と再生刺激法調査日に欠席した2名を
除く25名分を分析対象とした。 分析は3名で協議し
ながら行った。
表1.抽出した場面
場面 時間 学習 内容
場面 1 07:43-09:10 教師が清涼飲料水作 り
(1分27秒) を模範す る中で、清 涼
飲料水 に入 れ る砂糖 の
量 13gを示 す0
場面 2 ll:46′13.36 教師 の模範 が終 わ り、
(1分50秒) 生徒 に清涼飲料水作 り
に取 りかか るよう声 掛
けをす る0
場面 3 32:56′～33‥44 実験 で作 った清涼飲 料
(48秒) 水 の砂糖量を振 り返 り、
一 日の糖分 摂取量 の目
安 が30gで あることを
説 明す る。
場 面 4 41‥42-43:07 生 徒 は、 市 販 の100%
(1分25秒) オ レンジ ジュースの糖
度 を測定 し、教 師は、
100% ジュ ース に も多
くの糖分が含 まれてい
る ことを説 明す る。
3.3飲み物摂取状況調査
飲み物摂取状況調査は,授業の前後で飲み物に
よる糖分摂取量の変化や意識の変容を見るために行っ
+-^
授業の約1週間前後の3日間(金,土,日)の飲
み物の摂取量を調査した。 各飲料に対し,炭酸飲料
の糖度は11%,ジュースは10%,コーヒー飲料は8
%,スポーツドリンクは5%として-日当たりの摂
取糖分量を算出し,3日間の平均値を事前事後で比
較した。
意識の変化については,事前調査と事後調査での
自分の飲み物の摂り方についてどう思うか自由記述
させたものを比較した。
4結果と考察
4.1ワークシート分析の結果
ワークシートに書かれた記述をKJ法でまとめた
結果を図3に示す。
なお,KJ法でまとめた図3及び後出の図4-7は
すべて,()内の数値は人数を表す。 人数と図の
大きさは関係ない。 また複数のカテゴリーにまたが
る記述があったため,小カテゴリ-の合計数は大カ
テゴリーの数と一致しない場合がある。
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図3. ワークシートの分析結果
図3から,普段の飲み方を振り返る生徒やこれか
ら気をっけていくことを考える生徒,ジュースにた
くさん砂糖が入っているのだと考える生徒などほと
んどの生徒が糖について考えている事が分かった。
このことから,清涼飲料水に含まれる糖分量を知り,
自分の飲み物の選び方や飲み方を考えるという授業
の目標が達成できていたと思われる。
4.2再生刺激法調査の分析結果
KJ法でまとめた結果を図4-7に示す。
先生の説明が長い(2〕
図4. 場面1の分析結果
図4は,教師が清涼飲料水に入れる砂糖の量,13
gを示した場面の生徒の考えである。
この場面では,大きく「早く作りたい,飲みたい」
と考える生徒と「不安」を感じる生徒の二つに分か
れた。まず「早く作りたい・飲みたい」と考えた生
徒は,喉が渇いた,自分で作った事がないから興味
を持ったという理由が挙げられた。 不安を感じた生
徒は,清涼飲料水作りの砂糖の多さや材料を見てそ
のように感じていた。 中には,どんな味がするのか
分からないからという興味と不安が入り交じる生徒
も数名いた。
また,実験とは関係なく,先生の説明が長いと指
摘する生徒もいた。
図5. 場面2の分析結果
場面2は,生徒が清涼飲料水作りにとりかかる場
面である。
この場面でも「早く作りたい・飲みたい」と思っ
ている生徒と「不安」を感じる生徒に分かれた。
「早く作りたい・飲みたい」と感じた生徒はおもし
ろそう,おいしそうという理由からそのように感じ
ていた。一方,「不安」に思う生徒は,ここでは,
理由も具体的になり,着色料やクエン酸などが身体
に悪くないのかと考えたり,材料から味に不安を持っ
ていた。
見ているだけだから
楽しくない(1)
ジュースがまずい(2)
B6. 場面3の分析結果
場面3は,一日の糖分摂取量の目安が30gである
ことを説明した場面である。
この場面では「教師の話を聞いて」「砂糖の摂取
量について」考える生徒と,飲んだ「ジュースがま
ずい」ことを考え続けている生徒,授業に対して
「見ているだけだから楽しくない」と感じる生徒に
分かれた。ほとんどの生徒が砂糖摂取量について考
えており,自分の普段の砂糖摂取量を振り返ったり,
一日の摂取量を知って,少ないと感じていた。
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図7. 場面4の分析結果
場面4は,100%オレンジジュースにも多くの糖
分(果糖)が含まれていることを教師が説明した場
面である。
ここでは,「教師の説明を聞いて」「糖について」
考える生徒と「話が長くだるい」と感じる生徒に分
かれた。ほとんどの生徒は糖について考えており生
徒は100%ジュースにも砂糖が入っている事や普段
飲んでいる清涼飲料水の砂糖の量や摂りすぎからな
る病気について考えていた。 しかし,授業が進んで
も「実験について」楽しいや作った清涼飲料水があ
まり美味しくなかったと考え続けている生徒もいた。
以上をまとめると,場面1,場面2では,教師の
ねらい通り,清涼飲料水作りに興味関心を持って主
体的に活動しようという姿勢が見られた。 また,場
面3,場面4で,大半の生徒が自分の普段の砂糖摂
取量を振り返ったり,一日に摂れる糖分量が意外と
少ないと感じるなど飲み物の摂り方について考えて
いた。
一方,教師が思っていた以上に不安を抱いて清涼
飲料水作りに取り組む生徒がいた事が分かった。 ま
た,場面4で,100%ジュースに果糖が入っている
という説明に対し,果糖と砂糖の違いが理解できて
おらず,100%ジュースにも砂糖が入っていると勘
違いする生徒も数名いた0 教師は生徒の不安を取り
除き,誤解のない説明の仕方を考える必要があると
考える。さらに,清涼飲料水作りの前後の教師の説
明の場面では,つまらないと感じる生徒もいたので,
生徒の興味を継続させる方法も検討する必要がある。
4.3飲み物摂取状況調査の結果
4.3.1糖分摂取量の変化
糖分量の3日間の平均値を授業前と授業後で比較
したところ,授業前20.0±26.0gから,授業後13.7±
22.4gへと減少していた。ウィルコクソンの符号順
位検定の結果,5%水準で有意差がみられた。
また,事前では,クラスの4分の1が,一日に清
涼飲料水から100g以上の砂糖を摂取していたが,
事後では一日に100g以上摂取する生徒はいなかっ
た。
以上のことから,本授業によって,多くの生徒は
健康を考えた飲み物の選択や摂取(行動)ができる
ようになったといえる。
しかし,標準偏差が大きいことから,個人によっ
てばらつきが,また,表2に示すように曜日によっ
て摂取量にばらつきがあることもわかった。
表2. 1日に30g以上摂取している生徒の人数
E 金曜 土曜 日曜
事前 7(25.9%) 7
(25.9%)
8
(29.6%)
蝣1
事後 (7.4%)
7
(25.9%)
7
(25.9%)
4.3.2意識と行動の変化
生徒が記述した,自分の飲み物摂取に関する感想
(意識)の変化を分析した。 その結果と,生徒の事
前事後の摂取糖分量(行動)の変化との関係を表3
に示した。
表3. 意識と行動の変化の分析結果
行動の変化 (芸芸)
＼ ↑ → ↓ 無記入!
意
識
の
*
化
↑ 5 E 0 3 0 8
.▼l,. l l 0 1 3
↓ 0 0 o ォ o : o
無記入 6 7 => i・.
合計
(行動)
12 8 6 1 二:T
*†は向上,-は変化なし,いま低下
摂取糖分量が減っておれば,「行動」が「向上」
したとし,増えていれば「低下」,変化がなければ
「変化なし」とした。
「意識」については,事前と事後の記述を比較し,
飲み方を見直そうとしておれば「向上」とし,飲み
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方を考えていなければ「低下」,変化のない場合は
「変化なし」とした。
表3から,感想を記述した生徒11名中8(73%)
名に意識の向上がみられた。 意識・行動ともに向上
したのは5名であった。
しかし,自分の飲み物摂取に関する感想を記入し
なかった生徒が,軍人した生徒より多かったため,
生徒の意識が本当に向上したかどうかは明らかにす
ることはできなかった。 飲み物摂取状況調査におけ
る感想の記入の徹底が今後の研究課題としてあげら
れる。
5まとめと今後の課題
靖涼飲料水に含まれる糖分について正しく理解さ
せ,適切に選択・摂取できるようにさせるための中
学校家庭科の授業を実施した。 そこには,無果汁の
清涼飲料水を作って飲み比べたり,ジュースの糖度
を測定する活動を取り入れた。 授業効果を検証する
ため,3種類の調査を行い,分析した。
まず,生徒のワークシート調査から,授業を通し
て,生徒は清涼飲料水について正しく理解できたこ
とが確認できた。
次に,再生刺激法調査から,授業中の生徒の内面
過程を把握することができた。 ほとんどの生徒が,
活動に興味関心を持ち,主体的に学ぼうとし,活動
の楽しさを感じていた。 また,大半の生徒が自分の
普段の砂糖摂取量を振り返り,一日に摂取できる量
が思ったより少ないと感じるなど砂糖の摂取量につ
いて考えていた。 しかし,その反面,活動が終わる
と授業外の事を考える生徒が増えていた。 また,教
師の説明を誤解している生徒や,清涼飲料水作りに
使う材料に不安を感じる生徒もいた。
以上の結果をふまえ,教師は,活動以外でも生徒
の興味を継続させるとともに,誤解のない説明の仕
方や生徒の不安を取り除く工夫がさらに必要である
ことが,今後の授業の改善点として示された。
そして,飲み物摂取状況調査から,授業前より授
業後の方が,飲み物からの糖分摂取量は減少してい
ることがわかった。 つまり,授業によって適切に清
涼飲料水を選択・摂取できるようになったといえる。
しかし,自分の飲み方についての感想を記述してい
ない生徒が多く,意識の変化を明確にとらえること
はできなかった。 このため,ワークシートや調査用
紙への記入を徹底することが今後の研究課題である。
また,授業の1週間後に行った再生刺激法調査にお
いては,生徒の記憶に限界を感じる点があったので,
実施時期についても検討が必要であると考える。
漢
1)「清涼飲料水」とは,アルコール分を含まない
(アルコール分1%未満)飲用の液体物で,味や香
りがついている水をいう。 また「ジュース」は,
果汁飲料を指す。 (Wikipediacontributors,
2007)
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